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市民のアイディアで解決困難な環境問題の軸をずらす：　
琵琶湖の水草資源活用コミュニティーの形成

近藤 康久（地球研准教授）ほか 11 名

　環境問題の現場で何か得体が知れない変なことが起こっていると、先に現
場の人たち、地域の人たちが気づきます。しかも、さきほど國分さんから（の
お話にあったように）行政の人たちとの対立なんかがあって、なかなか解決
が困難な時があります。そういう時に、私たち研究者、それも人間のことを
考える文系の研究者と、自然科学の研究者、それから行政の人、企業の人、
NPO の人、いわゆる市民の人が一緒に、チームになって研究をする必要が
あります。これをチームサイエンスといいます。

　しかしそのチームの中で、問題に対する理解がずれていて、なかなか思い
通りに解決に向かわないことがあります。そういう時に、問題の軸をずらし
てみよう、という提案です。それは、みんなが合意ができないような対立点
があったとしても、共通で取り組めるような上位の目標を作るとかですね、
そういうことなんです。たとえば先ほど熊澤さんの発表の中に、へしこを作っ
て食べてみよう、というのがあったように、少し論点をずらしてみることが
地域（のコミュニティー）づくりに役立ちます。今は、社会問題の解決に向
かうために、オープンガバナンス、あるいはシビックテックという手法があ
るんですけど、これを研究にも当てはめてみよう、というのが私の提案です。

　実際の問題として、（たとえば）琵琶湖の水草問題は、研究者と（滋賀）
県にとっては環境問題なんだけど、現場の人たちにとっては漂着して臭いが
する迷惑問題だし、もっとそこから離れて暮らす人にとっては興味がないか
もしれません。そこでいろいろ工夫をして、例えば、市民の人たちに、解決
にむかって、例えば楽しいイベントを考えてもらうとか、アプリケーション
を作ってみるとか、そういうことを通じて、解決していきます。そのときに
大事なのは、研究者が、市民と一緒に働く対等なパートナーとして支援に徹
することです。優越性を返上して、エンパワーメントをはかり、市民の望む
方向へもって行く、ということが重要です。これにはちょっとしたジレンマ
があるのですが、さてそれをどうしようかというのを、今から考えてみよう
と思います。
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